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英語言語科学特論 I
火曜日　10:30-12:00　教育学部　K207教室
担当：柳瀬陽介yosuke@hiroshima-u.ac.jp

http://yanaseyosuke.blogspot.com/
http://yosukeyanase.blogspot.com/

■受講制限
この授業には特に受講制限はありません。大学院課程の方なら誰でも受講できます。授業での使用言語は日本語です。ですが日本語より英語の方が便利な人はどんどん英語で発言してください。
■この授業の目的
(1) 大学院活動の基本である「研究」についての基本を学ぶ。
(2) 英語教育内容としての、いわゆる「コミュニケーション能力」の標準的理論について学ぶ。
■教科書
(1) Booth, W., G. Colomb, & J. Williams  The Craft of Research (the 3rd edition).  The University of Chicago Press.  各自、アマゾンなどで購入してください。
(2)杉原厚吉 『理科系のための英文作法』(1994年、中公新書) およびJohn Kirkman著、 畠山雄二・秋田カオリ訳 『完璧！と言われる科学論文の書き方』 (2007年、丸善)｡各自､購入してください｡
■授業のやり方
★印がついた授業(次ページ参照)の際には､全員必ず、指定文献から学んだことをA4一枚程度にまとめて、柳瀬に授業開始前までに電子ファイルで提出（電子ファイルの名前は “070424山田”のように「日付+名前」すること。なお英数字は半角が原則です）。そのまとめをもとにして授業では日本語で討論します。
■参考図書（購入する必要はありません）
柳瀬陽介『第二言語コミュニケーション力に関する理論的考察』（溪水社）。
◆できれば後期の授業も聴講してください。後期の授業では前期で学んだ標準的な「コミュニケーション能力」論を補い、発展する新しい流れ（特にCritical Applied Linguisticsなど）を扱います。

■授業スケジュール
	04//13
	オリエンテーション
	論文の書き方に関して柳瀬が講義
卒論･修論のテーマが絞りきれずに苦しんでいる学生さんへ
http://yanaseyosuke.blogspot.com/2010/03/blog-post_17.html 
情報から知識へ
http://yanaseyosuke.blogspot.com/2010/03/blog-post_30.html
思考ツールとしてのパワーポイント
http://yanaseyosuke.blogspot.com/2010/03/blog-post_496.html  


	04/20
	教育研究のあり方
	｢教育研究のあり方について｣を柳瀬が講義

http://yanaseyosuke.blogspot.com/2009/03/blog-post_2805.html

	04/27
	言語コミュニケーション力論
	｢第一講｣を柳瀬が講義

http://yanaseyosuke.blogspot.com/2009/03/blog-post_04.html

	05/04
	国民の休日
	

	05/11
	言語コミュニケーション力論
	｢第二講｣を柳瀬が講義

http://yanaseyosuke.blogspot.com/2009/03/blog-post_04.html

	05/18
	言語コミュニケーション力論
	｢第三講｣を柳瀬が講義

http://yanaseyosuke.blogspot.com/2009/03/blog-post_04.html

	05/25
	Craft of Research (3rd)
	pp. 1-28について討議★

	06/01
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 29-67について討議★

	06/08
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 68-102について討議★

	06/15
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 103-129について討議★

	06/22
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 130-170について討議★

	06/29
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 171-202について討議★

	07/06
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 203-231について討議★

	07/13
	Craft of Research (3rd) 
	pp. 232-282について討議★

	07/20
	英語で論文を書くことについて
	杉原厚吉 『理科系のための英文作法』(1994年、中公新書) ★

	07/27
	英語で論文を書くことについて
	John Kirkman著、 畠山雄二・秋田カオリ訳 『完璧！と言われる科学論文の書き方』 (2007年、丸善) ★
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